
様式２ 

契 約 係 用

○ 業 者 用

令和５年度

業 務 委 託 仕 様 書

委託業務一覧表 通年業務委託番号  ４６０

名 称 時計装置保守（南北線・東西線）

特定随契の場合

その業者名

要求課 電気課

                           （外線 896－2734   ） 

担当者 松島 弘和   （内線  2644   ） 



札幌市高速電車 

時計装置保守（南北線・東西線） 

特  記  仕  様  書 

令和５年度 

札幌市交通局高速電車部 

電 気 課 



第１章 一般仕様 

１ 業務概要 

  本業務は札幌市高速電車のコンコース及びホーム等に設備されている時計や、時刻

情報を必要とする他装置に対し、正確な時刻情報を提供することを目的に設備された

時計装置の維持管理業務を行うものである。 

２ 適用範囲 

  本仕様書は札幌市高速電車電気時計装置の維持管理業務に適用する。 

 なお、業務の履行にあたっては、本仕様書の他、札幌市高速電車電気設備保守業務委

託共通仕様書に準拠すること。 

３ 履行期間        

令和５年4月1日から令和６年3月31日までとする。 

４ 提出書類 

  札幌市高速電車電気設備保守業務委託共通仕様書に明記している提出書類の他に、

以下の書類を提出すること。 

（１）要員名簿 

    氏名、年齢、経歴、健康保険被保険者証の写し等の雇用関係を証明できるもの

を添付すること。健康保険被保険者証の写しについては、生年月日、性別以外の

個人情報は削除すること。 

    なお、出向社員の場合は出向契約書の写しを提出し、契約社員の場合は雇用契 

   約書の写しを添付すること。この場合、雇用関係以外の欄の削除は可能とする。 

 （２）定期点検、故障修理、調整、部品ユニット交換等を行った場合には、速やかに 

   報告書により報告するものとする。 

 （３）各機器単位で、故障の履歴が判るように調書を作成保管し、委託者の指示によ

り、提出すること。詳細は委託者の指示に従うものとする。 

    上記書類以外の他、委託者が必要と認めた書類は、その都度、委託者の指示に

従い提出すること。 

第２章 委託仕様 

１ 委託対象機器 

（１） 親時計装置 

  ア．南北線 

    麻生駅及び真駒内駅に設備されている親時計装置 

イ｡東西線親時計装置 

     南郷 7丁目駅、南郷13丁目駅、南郷１８丁目駅、大谷地駅、ひばりが丘駅、 

新さっぽろ駅、東車両基地に設備されている親時計装置 



 （２） 子時計 

     上記、親時計装置に接続されている子時計及び西車両基地に設備されている 

    子時計 

     なお。親時計装置に接続されている子時計の設置駅等は付図１「南北線・東西

線時計装置系統図」のとおり。 

２ 定期点検（１年点検） 

 （１） 点検対象機器及び数量 

     付表１のとおり。 

（２） 点検内容 

     定期点検に当たっては、委託者発行の高速電車運転保安設備整備心得に従う 

    ものとする。本委託業務に係わる部分については、別冊 ｢高速電車運転保安設

備整備心得｣(南北・東西線時計装置保守用：抜粋)のとおりである。   

 （３） 点検時期 

     定期点検は、９月１日より１１月３０日の間に行うものとする。 

     なお、点検時間帯は、日中は０９時００分～17時 00分の間で実施すること。 

3 故障等の対応 

  システムに故障等が発生した場合には，速やかに出動し、復旧させるとともに、そ 

の原因について調査を行うものとする。 

 なお、上記対応に係わる経費については、委託者の積算基準に従い、別途支払うも

のとする。 

（１） 対象機器 

対象となる機器の範囲は、定期点検対象の親時計装置及び親時計装置に接続

されている全ての子時計とする。 

親時計装置に接続されている子時計の設置駅等は付図１「南北線・東西線時

計装置系統図」のとおりである。 

 （２）オンコール体制 

   故障発生時、指令所の指令員、または、電気課係員からのオンコールに対して、 

  迅速に対応し、復旧に努める。オンコール体制は24時間体制とする。 

４ 作業責任者 

委託業務の作業責任者は、委託者が指定する作業認定者とし、「作業認定者取扱要領」 

に基づく諸手続き及び作業管理を行うものとする。 

５ 再委託について 

   契約書に規定する再委託の禁止とは、次に掲げるものをいい、受託者は、これを

再委託することはできない。 

ア 総合的な業務履行計画及び進捗状況 

イ 点検手法の決定及び技術的な判断 

   なお、前述の再委託の禁止以外については、専門業者等への再委託を可能とする



が、再委託する業務範囲及び選考する業者について、事前に委託者の承諾を得るこ

と。 

   また、受託者は、業務全体の品質・安全確保のため、委託者との協議、他工事と

の調整、履行計画、工程管理、品質管理、安全管理、再委託業者の監督等全ての面

において主体的な役割を果たすこととし、常に業務主任が指揮・監督等の業務を行

うこと。

６ その他 

（１）修理及び点検に使用する部品は、払出請求により委託者の承認後現物を支給する。 

（２）委託者の指示により、保守対象設備に関する故障・障害・老朽化・その他技術的 

  な諸問題についての、調査・検討を行うこと。また、必要に応じて、メーカーの協

力を受けながら実施すること。       

（３）保守対象設備の運用に関して、安定的な運用方法および技術的改良等に有効な 

  技術情報、提案があれば委託者に提示し、当該設備の安定稼動に協力すること。 

（４）故障発生時、必要に応じ予備機器又は予備ユニットを貸与する。なお、修理後は 

  速やかに修理品と交換し返却すること。 

（５）計測器類は、必要に応じ貸与するものとするが、保管には十分注意すること。 

（６）委託者から借り受けて使用する鍵類については、適正に管理し鍵借用書を提出す

ること。また、当局鍵貸与管理簿に必要事項を記入すること。 

（７）保守要員の資格等 

   保守要員は、直接雇用契約関係にあるものでなければならない。 

   また、出向社員及び契約社員の場合は、出向社員にあっては出向契約書の写し、 

  契約社員にあっては雇用契約書の写しを提出し、委託者の承諾を得ること。 

   この場合、契約期間が当該委託期間の終了前にある場合は認めない。さらに、出 

  向社員及び契約社員は業務責任者としては認めず、両者の人数は当該保守要員の概

ね半数までとする。 

   ただし、高年齢者雇用安定法による雇用等により、従前から継続して雇用される 

  出向社員及び契約社員は出向契約書及び雇用契約書の期限を問わないものとする。 

   なお、特殊作業における場合等、委託者の承諾を得た場合はこの限りでない。 

（８）業務の履行にあたり産業廃棄物が生じる場合は、処理方法等について委託者と協 

議すること。 

（９）支払い方法については、支払い予定表に基づき年2回とする。なお、端数が発生し 

た場合は初回に処理するものとする。 

   【時計装置保守（南北線・東西線）支払い予定表】 

回 業務の期間 支払い率 

１回目 ４月～１１月 ９０％ 

２回目 １２月～３月 １０％ 

合    計 １００％ 

（１０）仕様書に明記されていない事項については、委託者と協議すること。 

添付書類：高速電車運転保安設備整備心得（抜粋） 



子時計のみ保守対象

（子時計群）

 親時計装置（麻生)

 親時計装置（真駒内) 真駒内

 ひばりが丘・乗務区親時計装置（ひばりが丘）

親時計装置（南郷13丁目)

親時計装置（南郷18丁目)

親時計装置（大谷地)

 新さっぽろ

 東基地

親時計装置（新さっぽろ)

親時計装置（東基地)

 南郷18丁目

 大谷地

 南郷７丁目

 南郷13丁目

親時計装置（南郷７丁目)

 麻生

 北３４条

付図1 南北線・東西線　時計装置系統図

（子時計群）

 西基地



付表1　点検対象機器数量
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高速電車運転保安設備整備心得 

（南北線・東西線時計装置用抜粋） 

交通局高速電車部 

電気課
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昭和６３年１０月

心得第４号

改正 平成２３年３月心得第 ３号 

改正 平成２４年３月心得第 ５号 

改正 平成２５年３月心得第 ２号 

改正 平成２６年３月心得第 ７号 

改正 平成２７年３月心得第 １号 

改正 平成２８年３月心得第 ２号 

改正 平成２９年３月心得第 ８号 

改正 平成３０年３月心得第 ４号 

改正 平成３１年４月心得第 ２号 

改正 令和 ２年３月心得第 ３号 

改正 令和 ３年３月心得第 ４号 

改正 令和 ４年３月心得第 ７号 

第 1編 総則 

高速電車運転保安設備（以下「保安設備」という。）の点検整備及び維持管理は，別に定める

もののほか，この整備心得によらなければならない。 

第１章 検査の種類 

（１）定期検査 

設備を常に正常な状態に保持するため，一定期間を経て，点検整備を行うもので，時

期は設備の使用状況，設置環境及び機能低下の程度等を考慮し，決定する。 

（２）臨時検査 

臨時検査は，定期検査に準じて，次の場合に行う。 

イ．設備の新設，改造又は修理を行ったとき。 

ロ．設備の異常を認めたとき，又は異常の発生する恐れがあるとき。 

ハ．設備の使用を一時休止し，再度使用するとき。 

ニ．設備の寿命診断あるいは，機能を継続的に維持するために，異常の有無を判定

するとき。 

ホ．その他必要なとき。 

第２章 検査後の措置 

検査の結果，異常を発見した場合は，試験，調整，取替，補修等の必要な措置を行い，関係

課所に連絡しなければならない。 

第３章 新設等を行った設備の検査 

新設，改造又は修理した設備は，機能確認・安全性の確認を行わなければならない。但し軽

易な改造又は修理をした場合は，これを省略することができる。 

第４章 記録の保存 

（１）検査，試験及び補修を行ったときは，その年月日，成績その他必要事項を記録し,５年間

保存しなければならない。 

（２）主要保安設備の記録は, 設備台帳に記録し，保存しなければならない。 

附則 高速電車運転保安設備整備心得（昭和６３年１０月心得第４号） 

附則（平成１６年 ３月心得第 １号） 

この心得は令和４年 ４月 １日より施行する。



第２編 検査及び整備 

各設備の検査及び整備は、次に定める基準に基づき行われなければならない。
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第１章 適用範囲 

検査及び整備を実施する装置は以下のとおりとする。 

   １ 南北線親時計装置 

   （１）麻生駅・真駒内駅 

２ 東西線親時計装置 

   （１）南郷７丁目～新さっぽろ・東車両基地 

   ３ 子時計 

   （１）アナログ子時計（LED及び集光式） 

   （２）アナログ子時計（背照式） 

      東車両基地、西車両基地、麻生、北３４条 

第２章 南北線親時計装置 

  １ 麻生駅・真駒内駅 

本装置は、水晶発振盤（2重系）、親時計モニター盤（デジタル）、回線モニター盤（アナ

ログ）、運転切替盤、信号分岐盤、回線制御盤、デジタル制御盤、充電器盤（2重系）、 

ラジオコントーロール盤、警報盤で構成されている。 

  （１）外部点検 

   （イ）収容架の破損、変形の有無確認、清掃 

   （ロ）総合端子盤の結線状態の確認 

   （ハ）各ユニット類の取り付け、コネクタ類の締付状態の確認 

   （ニ）スイッチ、表示ランプ、コネクタ、ファン等の損傷、消耗の点検 

   （ホ）正しい時刻表示の確認 

（２）測定項目及び標準値（限界値） 

   （イ）ＡＣ入力電圧            １００Ｖ±１０％ 

   （ロ）１・２号整流電圧          DC２２Ｖ～３０V 

   （ハ）１号バッテリー電圧         DC２２Ｖ～３０V 

   （ニ）２号バッテリー電圧         DC２２Ｖ～３０V 

   （ホ）ラジコン出力電圧            １Ｖ～２Ｖ 

   （ヘ）１秒信号出力電圧           ２４Ｖ±１０％   

   （ト）３０秒信号出力電圧          ２４Ｖ±１０％ 

   （チ）1・2号水晶発振周波数（4915.2KHZ） 週差±０．７秒以内 

（３）動作確認 

   （イ）１・２号の同期信号、切換動作、位相ずれの確認 

   （ロ）１、３０秒パルスの修正機能確認 

   （ハ）１・２号デジタル信号の出力確認（年・月・日・曜日・時・分・秒） 

   （ニ）ＦＭラジオの受信状態の確認 

   （ホ）アナログモニター時刻確認 

   （ヘ）信号分岐盤各入力信号確認 

（４）警報出力の確認   

   （イ）１号故障 

   （ロ）２号故障 

   （ハ）位相差故障 

   （ニ）３０秒回線故障 

   （ホ）１秒回線故障 

   （ヘ）３０秒パルス故障 
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   （ト）１秒パルス故障 

   （チ）デジタル故障 

   （リ）ＡＣ電源故障 

   （ヌ）ＤＣ電源故障 

   （ル）各警報用 LED表示、ブザー鳴動動作確認 

第３章 東西線親時計装置 

１ 南郷７丁目～新さっぽろ・東車両基地 

本装置は、親時計盤、親モニター盤（アナログ）、回線モニター盤（アナログ）、AC受電・

回線故障盤、総合端子盤で構成されている。 

  （１）外部点検 

   （イ）収容架の破損、変形の有無確認、清掃 

   （ロ）総合端子盤の結線状態の確認 

   （ハ）各ユニット類の取り付け、コネクタ類の締付状態の確認 

   （ニ）スイッチ、表示ランプ、コネクタ、ファン等の損傷、消耗の点検 

   （ホ）正しい時刻表示の確認 

  （２） 測定項目及び標準値（限界値） 

   （イ）ＡＣ入力電圧             AC１００Ｖ±１０％ 

   （ロ）整流電圧               DC２２Ｖ～３０V 

   （ハ）バッテリー電圧            DC２２Ｖ～３０V 

   （ニ）１秒出力信号電圧（ひばりが丘駅のみ） ２４Ｖ±１０％ 

   （ホ）３０秒出力信号電圧          ２４Ｖ±１０％ 

   （ヘ）ＢＣＤ出力信号電圧（東車両基地のみ） ５Ｖ±５％ 

  （３） 動作確認及び警報出力確認 

   （イ）時報受信の機能動作（NHK・FM） 

   （ロ）１秒信号修正機能（ひばりが丘駅のみ） 

   （ハ）３０秒信号修正機能 

   （ニ）各アナログモニタ時刻表示 

   （ホ）デジタルモニタ曜日時刻表示 

   （ヘ）デジタルモニタ時刻修正機能 

   （ト）停電時自動切換動作 

   （チ）各故障検出信号出力（回線・電源） 

   （リ）警報出力・LED表示機能 

   （ヌ）各スイッチの機能、ランプ表示機能 

第４章 子時計 

１ アナログ子時計 

（１）背照式（東車両基地、麻生、北３４条） 

   （イ）供給電圧、信号電圧測定 

   （ロ）内部照明交換（蛍光管） 

   （ハ）動作状態、現在時刻表示確認 

   （ニ）ケース及ぶ内部清掃 

  （２）LED式（南郷７丁目～新さっぽろ、西車両基地） 

   （イ）供給電圧、信号電圧測定 

   （ロ）動作状態、現在時刻表示確認 
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   （ハ）ケース及び内部清掃 

（３）集光式 （南北線：各駅） 

   （イ）供給電圧、信号電圧測定 

   （ロ）動作状態、現在時刻表示確認 

   （ハ）ケース及び内部清掃 



第３編 検査周期 

各設備における定期検査の周期は、次に定めるとおりとする。 

ただし、必要と認めた場合は、その都度検査を行うものとする。



―１―

第１章 点検項目詳細表 

記号 詳 細 項 目

Ａ 

本体の電源断，または安全を確認後，筺体内外にほこりをたてないように清掃する。 

筺体及び外部塗装面は，中性洗剤で清掃し，乾いた布で拭きとること。 

清掃後は筺体内外の破損，損傷または異音，異臭などの無いことを確認する。 

Ｂ 測定器等を使用し，定格内であることを確認すること。 

Ｃ 
プリント基板，ｺﾈｸﾀ等の固定状態にガタ・緩みなどの無いか，また各端子などのネジに緩みが 

ないか，ドライバーなどの工具を使用して確認する。 

Ｄ ｽｲｯﾁ，ﾗﾝﾌﾟ，メータ類の動作を確認する。 

Ｅ 切換動作・正常動作の確認及び故障・警報出力の確認 

Ｆ 蛍光灯・グロー及びランプ交換 

Ｇ 目視確認（器具の固定・接続状態，劣化状態） 

 第２章 南北線親時計装置 

１ 真駒内駅、麻生駅 

項番 点 検 項 目           詳細表 １年  備   考 

１ 

《各部点検清掃》     

（１）収容架の破損，変形の有無確認 Ａ ○   

（２）各ﾕﾆｯﾄ類の取り付け，ｺﾈｸﾀ類の締め付け状態 Ｃ ○   

（３）ｽｲｯﾁ，表示ﾗﾝﾌﾟ，ｺﾈｸﾀ，ﾌｧﾝ，メータ 等の 

   動作状態，損傷，消耗の点検 
Ｄ ○   

（４）端子盤の結線状態確認 C ○   

（５）正しい時刻表示の確認 Ｅ ○   

２ 

《測定項目》     

（１）１・２号入力電圧（AC100Ｖ±10％） Ｂ ○   

（２）整流電圧（DC22V～DC30V） Ｂ ○   

（３）1・2号バッテリー電圧（DC22V～DC30V） Ｂ ○  
バッテリーの耐用 

年数約５年

（４）時報受信機能・動作、ラジコン電圧測定（１～２V） Ｂ・Ｅ ○  NHK FM 受信 

（５）１秒信号出力電圧（DC24Ｖ±10％） Ｂ ○   

（６）30 秒信号出力電圧（DC24Ｖ±10％） Ｂ ○   

（７）水晶発振周波数  (4915.2KHz) Ｂ ○  週差±0.7 秒以内 

３ 

《動作確認》     

（１）１・２号機の同期信号、位相ずれ確認 Ｅ ○   

（２）１・２号機の切換動作確認 Ｅ ○   

（３）１・30秒パルスの修正機能確認 Ｅ ○   

（４）アナログモニタ時刻確認 Ｅ ○   

（５）ﾃﾞｼﾞﾀﾙ信号の確認（年・月・日・曜日・時・秒） Ｅ ○   

（６）ＦＭラジオの受信状態 Ｅ ○   

（７）各警報出力，ﾋｭｰｽﾞ，LED 表示，ﾌﾞｻﾞｰ鳴動確認 Ｅ ○   

（８）信号分岐盤の各入出力信号確認 Ｅ ○   
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第３章 東西線親時計装置 

１ 南郷７丁目駅～新さっぽろ駅、東基地 

項番 点 検 項 目           詳細表 １年  備   考 

１ 

《外部点検清掃》     

（１）収容架の破損，変形の有無 Ａ ○   

（２）各ﾕﾆｯﾄ類の取り付け，ｺﾈｸﾀ類の締付け状態 

   総合端子盤の結線状態の確認 
Ｃ ○   

（３）ｽｲｯﾁ，表示ﾗﾝﾌﾟ，ｺﾈｸﾀ，ﾌｧﾝ，ﾒｰﾀ 等の動作状 

態，損傷，消耗の点検 
Ｄ ○   

（４）正しい時刻表示の確認 Ｅ ○   

２ 

《測定項目》     

（１）ＡＣ入力電圧（AC100Ｖ±10％） Ｂ ○   

（２）整流電圧（DC22V～DC30V） Ｂ ○   

（３）バッテリー電圧（DC22V～DC30V） Ｂ ○  

（４）１秒出力信号電圧（DC24Ｖ±10％） Ｂ ○  ひばりが丘駅のみ

（５）３０秒出力信号電圧（DC24Ｖ±10％） Ｂ ○  

（６）ＢＣＤ出力信号電圧（DC5Ｖ±5％） Ｂ ○  東車両基地のみ 

３ 

《動作確認，警報出力確認》     

（１）時刻修正機能の確認（NHK･FM） Ｅ ○   

（２）1秒信号修正機能 Ｅ ○  ひばりが丘駅のみ 

（３）３０秒信号修正機能 Ｅ ○   

（４）各アナログモニタ時刻表示 Ｅ ○   

（５）デジタルモニタ曜日時刻表示 Ｅ ○   

（６）デジタルモニタ時刻修正機能 Ｅ ○   

（７）停電時自動切換動作 Ｅ ○   

（８）各故障検出信号出力（回線・電源） Ｅ ○   

（９）警報出力・LED 表示機能 Ｅ ○   
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第４章  子時計装置 

項番 点 検 項 目           詳細表 １年  備  考 

１ 

《アナログ》東車両基地、麻生、北３４条 背照式 

（１）信号電圧測定 Ｂ ○  

（２）内部照明交換（蛍光管） Ｆ ○  

（３）動作状態 Ｅ ○  

（４）ケース及び内部清掃 Ａ ○  

２ 

《アナログ》南郷 7丁目～新さっぽろ・西車両基地    ＬＥＤ式 

（１）信号電圧測定 Ｂ ○  

（２）動作状態 G ○  

（３）ケース及び内部清掃 Ａ ○  

３ 

《アナログ》南北線:各駅 集光式 

（１）信号電圧測定 Ｂ ○  

（２）動作状態 G ○  

（３）ケース及び内部清掃 Ａ ○  













業務名     　時計装置保守（南北線・東西線）

内　訳　書

令　和　５　年　度　　



名            称 仕     様 単　位 数　量 単　　価 金　　　額 摘　　　要

直接人件費

１．南北線保守費

　　１年　点検　　　　　　　保全技師Ⅱ 日　　中 Ｈ 40

2．東西線保守費

　　１年　点検　　　　　　　保全技師Ⅱ 日　　中 Ｈ 121

　　１年　点検　　　　　　　保全技術員 日　　中 Ｈ 38

　　小　　　　計

直接物品費 式 1

直接業務費 式 1

業務管理費 式 1

業務原価 式 1

一般管理費 式 1

保守業務費 式 1

消費税相当額 式 1 10%

   　  合  　　 計 消費税等相当額を含む

時計装置保守（南北線・東西線）積算内訳書

金     　　　       円也
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